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寄附・寄贈のお礼【敬称略】　６／15～７／228月は「電気使用安全月間」　家庭でも電気の安全点検を！
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▷社団法人日本禁煙友愛会穂高支部長　中村峯一　鉛筆 1,908 組　青少年育成教育の一環として穂高南・北・
西小学校へ　シャープペンシル 973 本　青少年育成教育の一環として穂高東・西中学校へ　ハンカチ 114 枚　
青少年育成教育の一環として穂高幼稚園へ　ハンカチ 740 枚　子どもたちの手拭きのため穂高・西穂高・有明
の森・有明あおぞら・北穂高各保育園へ　▷水谷冨保　初等科国語六（墨塗り教科書）１点　初等科国語八（墨
塗り教科書）１点　安曇野の太平洋戦争敗戦直後の教育を知るうえで貴重な資料となるため　▷社団法人長野
県サッカー協会　少年用サッカーゴール　一式　少年用サッカーゴールネット　２セット　青少年のサッカー
技術向上及び育成・普及のため　▷安曇野工業会会長　遠藤正壽　柿の木１本、花水木１本　公共施設の緑化
を推進するため　▷穂苅豊　書籍（著者：穂苅豊）「宇宙の謎　老いぼれ隠居の何も見えない天文学…夢」400
冊　教育振興の一環として

　高温多湿の夏場は 1年のうちで感電や電気事故の最も多い季節です。この
ため、経済産業省では 8月を「電気使用安全月間」として電気を安全に使用
するよう呼び掛けています。そこで、以下の点に注意して、ご家庭の安全点
検をお願いします。
▷傷んだ電線、コードを使っていませんか。
▷洗濯機、電子レンジにアースは取り付けていますか。
▷漏電遮断機は取り付けてありますか。
▷１つのコンセントからたくさんの電気を使っていませんか。
（財）中部電気保安協会大町事業所（40261･23･2012）
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認め合い
　支え合い
　　輝く安曇野
男女共同参画コミュニケーター

降旗幸子

人 権 コ ラ ム

「認め合い　支え合い　輝く安曇野」は安曇野
市男女共同参画計画のタイトルです。認め合い
＝支え合う、この当たり前のことで、すぐ出来
そうなことが、人権の問題で一番難しいことで
はないでしょうか。
　女のくせに、男のくせに、大人のくせに、子
どものくせに、金持ちのくせに、貧乏人のくせ
に、この言葉は相手を認めてはいても支え合う
言葉では無いような気がします。
　ＮＨＫ朝の番組「おひさま」を特別のことが
ない限り毎朝見ています。戦後、松本を中心に
生きた女性がどのように生活をしてきたのか、
男女共同参画がどのように展開されてきたかを
知るうえで大変興味があります。「男子厨房に
入らず」の時代もつい最近までありました。「戦
後強くなったのは、女と靴下だ」と言われた時
代もありました。戦後の男女共同参画がギクシ
ャクしながら進んできた歴史として、興味をこ
んなところに置いて、安曇野市を意識した「お
ひさま」をこれからも見続けるつもりです。
　少子高齢の時代の中で、男女がその力を最大
限に発揮出来る時代にすることが、男女共同参
画社会を構築しようとしている私たちの進む方
向だと考えます。それは人権問題を追いやって
しまっては成り立ちません。
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